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『月刊憲法運動』４・５月号（450号）が好評です。
「ブックレット感覚」で、戦争法廃止の運動、とりわけ２０００万人統一署名の推進に生かし、学習会のテキストとしてもお使いただくのに絶好の書となっています。
 

森英樹氏（憲法会議代表委員）の文章は、２月２０日に開催された憲法共同センター全行交流集会での記念講演を元にしたものです。戦争法と憲法との矛盾、緊急事態条項改憲など明文改憲の策動と本質を解明しています。
渡辺治氏は、安倍首相のしつような改憲の野望の解明と憲法の前に弱点をさらけだしていることを明らかにしています。そして運動する側に憲法を守り生かす運動の堅持と強化を求めています。「新９条論」について言及しています。
栗田禎子氏は、中東がアメリカ主導の戦争の主戦場であり、そこにコミットする戦争法の問題点を指摘し、中東から大国主導の軍事同盟拒否、反戦平和の発展があり、日本国憲法にも影響を与えていることを説いています。世界の変革の芽の観点から、日本国憲法を「十全に輝かせれば立派な『革命』となる」とも論じています。
仁比参議院議員は、戦争法と明文改憲が安倍政権による「戦争する国」への大暴走する「安倍無法改造車」の車の両輪であることを解明、国民との矛盾の深さから、そのもろさと焦りを明らかにしています。
今号ではさらに、２・１１集会でおこなわれた３人のリレートークを収録しています。「歴史教育・歴史教科の問題」（青山学院高等部社会科・西村嘉髙氏）、「主権者を育てる教育を─教科書・道徳科・１８歳選挙権」（子ども教科書全国ネット21常任運営委員・鈴木敏夫氏）、「吉見裁判から見る日本軍「従軍慰安婦」問題（一橋大学専任講師・加藤圭木氏）です。
 

ご注文をお待ちします。10冊以上まとめてお取り扱いいただく場合、単価３２０円（送料憲法会議負担）です。
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